








































オブジェクトとその関係を考える例として、"Boys love girls " (少年は少女が好き)とい




また、関係は規則を用いることによっても表現できます。たとえば"Two persons are 









Prologでは事実は以下のように記述されます。例えば、"Girls love dog "を肢う場合に
は、





valuable(gold). Gold is valuabl巴.
Integer(O). 0 is Integer. 
owns(yamada， gold) Yamada owns gold. 
fathcr(john，mary). John is father of Mary. 
gives(boss，money， us). Boss gives money to us. 
なお、関係を表わす名前(love valuabなど)を述語と呼び，話弧内のオブジェクト




?-love( girls ，dog). 






ると、 Prologは"YES "を返し、そうでなければ"NO "を返します。
もう少し例を示します。以下のようなデータベースがあるとします。
syogun( Ieyasu ). 
daimyo( masamune ). 
japanese ( ieyasu l. 
この事実についていろいろ質問してみます。
?-syogun ( ieyasu l. 
YES 
?-japan巴se( masamune ). 
NO 












love ( boys， dog). 
love ( boys， cat ). 
love( boys， girls >. 
love( girls， cat >. 
love ( girls， candy >. 
love( girls， dog). 
ここで、少女が好きなものをすべて探すことにします。その場合、
?-lov巴(girls， cat). 
?-love( girls ， candy). 
?-love( girls ， dog >. 
と3回質問をすれば良いわけですが、項目数が多くなるとこれは容易ではありません。また、
データベースの内容が詳しくわからない場合には、このような質問は不可能です。"What 
objects do girls love ? "というような質問ができれば便利です。そのために用いられるの
が変数です。変数は大文字で始まる名前であり、任意のオブジェクトを値として取ることがで
きるものと約束します。この変数を用いて、次の質問をします。
?-lov巴(girls， X >. 
この質問に対して Prologは、
X = dog 
という答を返して、次の応答に備えます。この質問が発せられると、データペースが先頭から
探索され同一化が試みられます。述語名と第l引数が一致するものがデータペース中に存在し、
また変数は任意のオプジュクトを値としてとれるために、この質問と "love(girls， dog)" 
の同一化が成功し、変数"X "は値"dog "を取ることになります。このような場合にも同
一化という言葉を用い、変数"X "が"dog "と同一化されたと言います。この際に、









x = cat 
という答えが出力されます。以下閉じことの繰り返しとなります。
同様にして、
?一10ve( boys， X )， 
?-love ( X ， candy )， 
?-love( X， Y )， 
といった質問が可能です。ただし、さらに変数を増やした
z )， ?-X ( Y ， 
という質問は不可能です。
次にさらに質問を複雑にして、"What objects d~ both boys and gir1s 10ve ? "という
「少年の好きなものは何でかつ少女もそれが好きか?Jと解釈されこれは、場合を考えます。
ます。すなわち二つの独立した要素から構成されています。 Pro10gではこの質問を、












































































































































I 1 ove ( boys， X ) "の同一化成功の直後
ι 
図1


































































































































































X) ， (boys， ?-love 

















































































































































































































































































































































































g i r 1 s 
データペースの探索が寸
の位置より再開される
X) . (girls. 
love (boys. dog) 
love (boys. cat) 
→ love (boys. girls) 
love (girls. cat) 
love (girls. candy) 
1 0 v e (g i r 1 s. .d 0 g) 
1 0 v e X) . (boys. ワ 10 v e 
"の3度目の同一化成功直後
ι 


















































































































































X) . (boys. ?-love 
"の2度目の同一化成功
ι 
" love( girls. X) 図8













1 put on sweater if it is cold weather， 
X is a bird if X is an animal ，and X has feathers， 
N+l is integer if X i~ 
などです。ここで、 Nや Xは変数を表します。このような規則を Prologでは以下のように
記述します。
puton( sw巴ater) weath巴r( co ld >. 
bird ( X ) animal ( X ) ， has_feather ( X >.
integer( N) integ巴r(M) ， N i s M+l. 
記号" "は、コロン(" : " )とハイフン(" -" )を結合したものであり、ならばある
いは fと読まれます。カンマは以前の通りです。なお、 3番目の例に現れる"M is N-l " 




?-puton( sweater )， 
と質問すると、データベース中に"weather( cold ) ~という事実が定義されていれば、答
は"YES "となり、そうでなければ"NO "となります。
?-bird( penguin )，
と質問した場合には、 Prologは"an ima 1 ( pengu i n ) "という事実と"has_feather 
( penguin )という事実の2つをデータペース中から探します。そして2つの事実が発見され
た場合に、答 "YES"を返します。変数"X "に値 penguin が同一化されると、他の2
つの"X "も同時に penguin に同一化されます。また、




































































M+ 1. 1 S N (M) . lnteger (N) nteger 
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